
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 長 崎 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 小 浜 町 立 小 浜 小 学 校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ ２ ２ ２ ２ ２ １ １２
１８

児童数 ３７ ４９ ４７ ６０ ６４ ５２ １ ３０９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎的・基本的な学力の向上，定着を図る授業の実現
～個に応じた指導方法・指導体制の工夫と繰り返し学習の充実を通して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１，２年国語
今後の学習の基礎となる音読・発声，表現力の基礎を身に付ける研究を行う
ため。

・２年・算数
，低学年ということで学習態度や学習規律等に個別の指導が必要な児童もおり

併せて，加減乗法など今後の学習の基礎となる学習内容が多いため。
・３，４年・算数
昨年度の２Ｃ３Ｔ(２学級を３名の教師が担当)から，１Ｃ２Ｔにしてさらに
少人数にしてきめ細かな指導をするため。

・５，６年・算数
児童の理解の状況に差が出やすい教科，学年であるため。

・４，５年，６年・国語
昨年度までの一部教科担任制に関する研究成果から，実施学年の枠を広げ，
より専門的な研究，指導に取り組むため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
平 基礎的・基本的な学力の向上，定着を図る授業の実現

～個に応じた指導方法・指導体制の工夫と繰り返し学習の充実を通して～
成

○ 研究の内容・方法
，14 ・少人数指導・習熟度別指導及び教科担任制の導入など指導体制の工夫と

漢字や計算などの基礎学力の充実，教材開発等を通して，学力の向上を
年 図る。

・児童の学力を的確に把握し，活用する （ＣＲＴ学力テスト・漢字の力。
度 の実態把握・個人カルテの作成など）

○ テーマ
平 基礎的・基本的な学力の向上，定着を図る授業の実現

～個に応じた指導方法・指導体制の工夫と繰り返し学習の充実を通して～

成 ○ 研究の内容・方法
，・少人数指導・習熟度別指導及び教科担任制の導入など指導体制の工夫と

漢字や計算などの基礎学力の充実，教材開発等を通して，学力の向上を
図る。15



・児童の学力を的確に把握する （ＣＲＴ学力テスト・漢字の力の実態把。
年 握・個人カルテの作成など）

・専門研究部(生活家庭学習研究部・学力テスト研究部・学習環境研究部)
の新設。(授業研究部とは別の視点での研究が必要なため)

度 ・地域の人材を生かしたＧＴの活用。

○ テーマ (予定)
基礎的・基本的な学力の向上，定着を図る授業の実現

～個に応じた指導方法・指導体制の工夫と繰り返し学習の充実を通して～

平 ○ 研究の見通し
・これまで２ヶ年の取組実績をもとに，個に応じた指導方法・指導体制の
充実について研究を継続する。

成 ・個人の理解の状況をより詳細に把握するために 「個人カルテ」を充実，
させる。

○ 研究の内容・方法16
・少人数指導の一層の充実

等質グループ指導や習熟度別指導を中心に行ってきたが，コース別指
年 導・グループ別指導・課題別指導など多様な指導形態の研究を進め，児

童の興味関心を大切にし，より個に応じた指導ができるよう工夫する。
・ 一部教科担任制の深化，拡充に向けて

度 現在，同学年担任での国語科・算数科一部教科担任制を実施している
が，小学生という発達段階を考慮しながら，より専門的な指導を進める
ための教科担任制の在り方について。

・ 個人の理解の状況をより把握するための「個人カルテ」の充実。
・ 家庭学習・自学の取り組ませ方。

＊ 平成１５年度からの新規校については，平成１５，１６年度の計画について記入
すること。

( ) 研究推進体制3

校 長

教 頭
教務主任 研究主任

研究推進委員会

全体研究会
学力向上対策部

授 業 研 究 部

低学年部会 国語科部会 算数科部会

専 門 研 究 部

学力テスト分析班 生活・家庭学習研究班 学習環境研究班

《授業研究部》
「読み・書き・計算能力を定着させるための授業改善」低学年部会
◎読み－効果的な音読指導の工夫
○書き－ひらがな・かたかな・漢字の定着の指導法
○計算－計算能力を高めるための指導法
○基礎的な学習規律の確立

「表現力を高めるための授業改善」国語科部会
－基礎学力（読む・書く・話す能力）の向上を目指して－
「個に応じた指導法の工夫と，基礎的基本的学力の向上」算数科部会



○効果的な少人数指導のあり方
○基礎的な計算技能の向上(低～中学年を中心に)
○自分の考えを表現できる力の育成
○発展的な学習

《専門研究部》
学力テスト分析班：昨年度２月実施の学力テストの分析。

分析を基にした教材開発。個人カルテの開発等。
生活・家庭学習研究班：昨年度実施の生活アンケートを基に，児童の生活改善，保護

者への啓発。学力を高めるための家庭学習のあり方等。
学習環境研究班：学力向上のための校内(学級内も)環境の整備。

系統テスト等の学習プリントの整備等。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○１年次の成果を踏まえた研究・実践の継続
少人数指導・習熟度別指導の充実，一部教科担任制の拡充ができ，よりきめ

細かな指導と専門的な指導ができた。
全国的な学力テストは２月実施予定のため，数値による昨年度との比較分析

は今後行うが，日ごろの学習状況から，国語科では言語事項，算数科では数と
計算領域及び図形領域で確実に向上してきている。

○授業研究部会の充実
昨年度までの低・中・高学年部会から，低学年・国語科・算数科授業研究部

会に変更。それぞれの教科の研究内容を充実させることができた。

○専門研究部会の新設
生活家庭学習研究部(学習準備・規律の確立，家庭と連携して忘れ物をへらす

ことができた。)
学力テスト研究部(詳細な分析を行い，学年ごとの苦手領域を担任へ報告する

ことにより 理解の状況をより詳細につかむことができた )， 。
学習環境研究部(校内の学習環境を充実させ，楽しみながら数や言葉への関心
を高めることができた。)

○児童の変容
・読み・書き・計算を中心とした基礎学力が向上してきた。
・わかるまでねばり強く努力するなど，学習意欲が向上した。
・単元の終末に「伝える」場を設定したことにより，表現力が向上してきた。
・児童の間にも，少人数学習・一部教科担任制が浸透した。

○「２年次授業公開」を開催
２日間日程，ワークショップ形式(少人数グループ)による部会協議などを取

り入れて，研究成果の報告と，活発な意見交換ができるよう工夫した。

２．今後の課題

○ 少人数指導の一層の充実
等質グループ指導や習熟度別指導を中心に行ってきたが，コース別指導・グ

ループ別指導・課題別指導など多様な指導形態の研究を進め，児童の興味関心
を大切にし，より個に応じた指導ができるよう工夫する。

○ 一部教科担任制の深化，拡充に向けて
現在，同学年担任での国語科・算数科における一部教科担任制を実施してい

るが，小学生という発達段階を考慮しながら，より専門的な指導を進めるため
の教科担任制の在り方について改善していく。

○ 個人の理解の状況をより把握するための「個人カルテ」の充実
○ 家庭学習・自学の取り組ませ方



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○全国学力テスト
調査の目的・観点別に習得状況を把握することにより，治療や補強を講じる資

料にする。(児童一人一人に)
・各観点別の判定出現率や一問ごとの通過率等を全国のそれと比較
することにより，今後指導すべき具体的項目を把握する資料にす
る。(学年全体で)

・指導の成果を確認し，本年度研究のの取組評価の資料にする。
実施内容 教研式ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ ＣＲＴ 観点別到達度学力検査(国語・算数)
実施時期 毎年度２月中旬～下旬

○意識調査
調査の目的・本校研究の内容に関すること及び，児童の生活等に関する意識調

査を行うことにより，児童の学習等に関する意識を把握し，実践
に生かすため。

実施内容 少人数指導・習熟度別指導等，理解の状況，教師の関わり方等の
意識調査と，基本的生活習慣を中心とした生活調査。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○「授業公開」
日時：平成１５年１１月６(木)・７日(金)
場所：小浜町立小浜小学校
対象：長崎県下公立小中学校教員(一部県外)，教育事務所，学習指導カウン

セラー事業担当文部科学教官教授
会の目的：フロンティア校としての研究内容の普及及び，本校研究に対して

指導・助言をいただく。
○「長崎県小学校教育課程協議会(国語科部会)」での発表

日時：平成１５年８月１日(金)
場所：有明町総合文化会館
対象：島原教育事務所管内小学校教員
会の目的：フロンティア校としての研究内容の普及及び，本校研究に対して

指導・助言をいただく。

○ＨＰ作成：研究の概要をまとめたものを１～２ヶ月に１回更新。指導資料等を
ＨＰ上からダウンロードできるよう作成中。

○リーフレット及び資料ＣＤの作成・配付
○フロンティアティーチャーとして，近隣校及び九州各県からの視察来校時に，
研究内容の説明，資料の活用法の説明を通して情報提供を行っている。

○地区校長会及び地区教務主任会等において，本校が行った習熟度別指導を参考
にして実践中という学校や，本校が開発した教材等を活用している学校がある
という報告を受けている。

◇ 次の項目ごとに，該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 ∨１４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ∨ ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 ∨ 少人数指導 ∨ Ｔ．Ｔによる指導
∨ 一部教科担任制 その他

【研究教科】 ∨ 国語 社会 ∨ 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ∨有 無
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